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１．背景・目的 

 現在アジアにおいて、急速にモータリゼーション

が進展している。このモータリゼーションの背景の

一つとして日本から他のアジア諸国へ流出する中古

車があり、将来的な影響として大量の廃車がアジア

において発生することが予想される。しかし現在、

大多数のアジア諸国における廃車処理は手作業によ

る解体選別によるものであり、今後発生する大量の

廃車発生に、既存の解体技術によって対応すること

にはおのずと限界が見え始めている。 

そこで本研究においては、アジアに向けて自動車

リサイクル施設の提案を将来的に行うにあたって、

既存の自動車リサイクル技術を整理し、その中で特

に解体技術に着目して、技術の効率性の評価を行う

ことを目的としている。 
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２．自動車リサイクルの流れと廃車処理問題 

図１．は沖縄を例に、自動車リサイクルの流れを

示したものである。沖縄県は自動車保有台数の 7 割

強が中古車であり、毎年約 7 万台もの廃車が発生す

る。沖縄の廃車特化係数は毎年 1 を上回る値であり、

全国に比べ、廃車が発生しやすい地域であるといえ

る。この沖縄の廃車発生の特性は、将来的にアジア

における大量廃車発生の特性と等しいと考えられる。
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３．自動車リサイクル技術の整理 

近年においては、廃車処理時の最終処理段階に発

生する、有害物質のシュレッダーダストの適正処理

問題が大きく注目されており、シュレッダーダスト

の埋め立て処分費用の高騰により、処理費用構造そ

のものが影響を受け、不法投棄、路上放置といった

問題を引き起こしてきた。 

表 1．は既存の自動車リサイクル技術の内容を整

理するとともに、それぞれのメリット、デメリット

を示したものである。現段階の技術は大きく二通り

に分けられ、発生したシュレッダーダストを出口段

階の処理で再利用するシュレッダーによる方法と、

シュレッダーダストそのものを入り口段階で減少さ

せる解体による方法がある。特に後者は、適正処理

だけでなく、初期段階より中古部品を有価物として

リサイクルすることが可能であり、鉄スクラップ不

況時においても、中古部品販売による利益を得るこ

とができる。 

 

４．自動車解体業者の先進事例 

これより本研究においては解体の調査に重点をお

き、全国の先進的な自動車解体業者 10 社に対して

アンケートを、2 社に対しては直接ヒアリング調査

を行った。 

アンケートによって回収を得た業者の概要や、分

別処理方法については表２．表３．にまとめた。表

４．は１時間あたりの処理台数を利用し、業者の設

備投資費、敷地面積、従業員数、処理分別数、徴収

費用に対する効率を共通の効率係数として算出した

ものである。表よりシュレッダー外部委託型の G社

が解体所の 1 時間あたりの処理台数に対して、全面

積、解体作業員数、徴収費用の効率において総合的

に優れていることが理解できた。また、設備投資率

においては初期投資をもっとも必要とするシュレッ

ダー内部処理型の F社がもっとも効率的であった。 

図２．は処理分別数と廃車１台あたりにかかる時

間を比較したものである。シュレッダレス業者であ

る C社と、シュレッダー処理を行う他の業者との間

に明確な違いが現れた。また、現段階のシュレッダ

レス技術においては設備投資効率が特に低いことが

理解できた。これよりアジアの安い人件費を考慮す

ると、設備投資や徴収費用効率に優れた、外部委託

型や内部処理型の施設を提案することが解体面にお

いては望ましい。しかし、内部委託型における高度

なシュレッダー技術が、現段階で移転可能であるか

という点には疑問が残る。 

なお、部品それぞれの解体時間と処理分別数、業

者特性との関係については、講演時において発表す

る。 

外部委託 外部委託シュレッダレス 外部委託外部委託 内部処理 外部委託

A社 B社 C社 D社 E社 F社 G社

1998年 1984年 1999年 1937年 1995年 1931年 1970年

2,000 3,000 10,000 - 11,520 9,980 14,000

40,000 15,000 92,000 - 65,000 5,000 30,000

1,000 300 1,500 2,000 1,750 1,600 2,300

7.5h 16h 13h 10h 7.5h 8h 7.5h

21.5 21.0 23.0 25.0 22.0 23.0 20.8

9,000 9,720 20,000 8,660 25,877 82,500 15,020

2,000 972 1,500 3,000 1,398 26,400 2,770

20 17 30 - 38 130 68

10 2 10 43 15 33 20

16 29 24 21 21 19 23

乗用車(円) 3,000 5,000 - - 10,000 0 0

軽自動車(円) 3,000 3,000 - - 10,000 0 0

貨物(円) - 5,000 - - 10,000 0 0

フロン処理(円） 2,580 0 - - 0 2,580 2,000

LPGタンク処理(円） 0 - - - 8,000 0 0

シュレッダー
表２．　解体業者アンケート調査　（回収率　７０％　10社中7社）
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○

○ フロンガスの無害化処理　建築素材への再利用
G社

E社
エアモーターを使用した台車により廃車を移動　廃油を工場暖房に利用

F社
工場内金属原料部門でシュッレダー処理が可能　ガラス類（中間膜）のリサイクル

C社
ラインによる解体作業を実施　シュレッダーダスト不排出

D社
解体実証研究をメーカーより委託　適正処理研究情報を公開

大手自動車メーカの支援により誕生した解体業者

県内ディーラー・解体業者共同出資型解体業者

鋳造工場よりオートリサイクル部門が誕生　

県内ディーラー業者の共同出資により誕生　県内廃車の25％処理する

製鉄運輸業者より独立　物資輸送の返り便を廃車運搬に有効利用する解体業者

90％の廃車を直接ディーラーよりマニフェストに基づき受け入れている

エコタウン事業の一環として誕生したシュレッダレス解体業者

表３．　解体業者の背景と利点

A社
全敷地完全塗装（不浸透性）　屋内解体（雨水分離型）　反転機（足回り解体）

B社
中古部品採取のため分別処理徹底　廃水処理フィルター化

 
A社 B社 C社 D社 E社 F社 G社

生産効率 0.42 0.06 0.34 0.54 0.72 0.59 1.00
作業面積効率 0.39 0.11 0.42 0.33 1.00 0.04 0.67
全面積効率 0.69 0.09 0.25 0.92 0.41 0.11 1.00
全従業員効率 1.00 0.17 0.54 - 0.90 0.22 0.70
作業員効率 0.84 0.60 0.68 0.25 0.96 0.36 1.00

処理分別数効率 0.08 1.00 0.15 0.08 0.06 0.07 0.05
設備投資費効率 0.09 0.03 0.03 - 0.09 1.00 0.28
徴収費用効率 0.15 0.02 - - 0.14 0.46 1.00

表４．　業者効率係数

 

図２．処理分別数と解体時間の効率比較
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５．まとめ 

今回の研究においては、アジアに向けて自動車リ

サイクル施設の提案を将来的に行うにあたって、既

存の自動車リサイクル技術の現状と、解体における

効率性の評価を行った。しかし、シュレッダー業者

については十分な調査がなされておらず、今後これ

らの業者を調査することが重要な課題となる。また、

アジア諸国における地理的な特性は多様であり、今

後これら地理的特性を調査した上で、最適な施設を

提案することが必要である。 
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